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⼆
〇
⼆
⼀
年
九
⽉
⼀
九
⽇
 

瑤
藍
印
社
研
究
会
  

側
款
の
⽂
辞
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
内
伯
豐 

 

●
﹁
側
款
﹂
と
は 

 
側
⾯
に
刻
さ
れ
た
款
識
︵
か
ん
し
︶
 

篆
刻
の
落
款
︵
落
款
J
落
成
款
識
の
略
︶︒ 

 
款
識
N
鐘
や
⿍
な
ど
に
鋳
刻
し
た
⽂
字
・
銘
⽂
︒
転
じ
て
︑
書
画
に
作
者
が
署
名
・
押
印
す
る
こ
と
︒ 

 
側
款
N
印
を
刻
し
た
作
者
が
︑
⾃
分
が
刻
し
た
証
を
印
の
側
⾯
に
刻
す
こ
と
︒
辺
款
・
印
跋
と
も
い
う
︒ 

印
跋
N
印
に
附
さ
れ
た
跋
⽂
︒
款
識
に
⽐
べ
内
容
が
豊
富
︒
作
者
以
外
が
刻
す
こ
と
も
あ
る
︒ 

※
原
則
と
し
て
左
側
⾯
に
刻
す
︒
多
⾯
に
亙
る
場
合
︑
左
側
⾯
で
終
わ
る
よ
う
に
す
る
︒
頂
款
も
あ
り
︒ 

※
篆
刻
の
側
款
を
刻
す
際
は
︑
原
則
と
し
て
正
字
︵
旧
字
体
︶
を
⽤
い
る
︵
適
宜 

略
体
も
使
⽤
可
︶︒ 

●
側
款
の
起
源 

 
印
章
N
隋
唐
の
官
印
に
年
号
や
印
⽂
を
記
し
た
も
の
が
最
初 

 
篆
刻
N
明
末
の
⽂
彭
が
刻
帖
の
技
法
を
応
⽤
し
て
開
始︵
⽂
彭
N
停
雲
館
法
帖
を
摹
勒
︑双
⼑
に
よ
る
薬
研
彫
︶ 

何
震
が
単
⼊
⼑
法
の
側
款
を
刻
し
︑
後
の
浙
派
を
経
て
側
款
⼑
法
の
主
流
と
な
る
︒ 

 
 
 
  

      

 

Ⅰ
"
側
款
の
基
本
文
型 

① 

い
つ 
 
 
 
 
 
 
 

 

② 

だ
れ
が 
 

 

③ 

ど
こ
で 

年
・
⽉
・
旬
・
⽇
・
時
間 

 
 

主
語+

動
詞
 
 
 
 

場
所 

 

⾟
丑
仲
秋
上
澣
伯
豐
刻
於
尚
友
齋 

① 

い
つ ―

 

時
候
に
関
す
る
語
句 

・
⼗
 

⼲
N
甲
・
⼄
・
丙
・
丁
・
戊
・
⼰
・
庚
・
⾟
・
壬
・
癸 

・
⼗
⼆
⽀
N
⼦
・
丑
・
寅
・
卯
・
⾠
・
⺒
・
午
・
未
・
申
・
⾣
・
戌
・
亥 

・
歳
在
Ù
︑
歳
次
Ù
と
始
め
る
こ
と
も
で
き
る
︒ 

︻
季
節
の
主
な
異
名
︼ 

春
N
春
陽
・
陽
中
・
蒼
天
・
東
皇
・
天
端
 
 
 
 

夏
N
朱
明
・
昊
天

こ
う
て
ん

・
炎
節
・
蕃
秀
・
⻑
瀛 

 
秋
N
⽩
蔵
・
⾦
商
・
精
陽
・
収
成
・
旻
天

ビ
ン
テ
ン

 
 
 
 

冬
N
元
英
・
上
天
・
安
寧
・
厳
節
・
元
冥 

 
※
こ
の
ほ
か
⼆
⼗
四
節
気
も
側
款
に
は
有
⽤
︒ 

北宋・新浦縣新鑄印 

何震の側款 

⽂彭「琴能倚松玩鶴」 

嘉
靖
丁
未
秋
三
橋
彭
識 

于
松
寉
齋
中
︵
１
５
４
７
︶ 

太
平
興
国
五 

年
⼗
⽉
鑄
︵
９
８
０
︶ 

甲
⾠
⼆
⽉
作
於
松
⾵ 

堂
中
 

何
震
︵
１
６
０
４
︶ 
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︻
⽉
の
主
な
異
名
︼
 

※
和
名
の
別
称
は
側
款
で
は
原
則
と
し
て
⽤
い
な
い
︒ 

 
⼀
⽉
 
孟
春
／
正
⽉
／
初
春
／
陽
春
／
端
⽉
／
⻘
陽
／
⽉
正
／
解
凍
／
⼤
簇
・
太
簇
︵
た
い
そ
う
︶ 

 
⼆
⽉
 
仲
春
／
仲
陽
／
令
⽉
／
麗
⽉
／
華
朝
／
恵
⾵
／
殷
春
／
降
⼊
／
夾
鐘
︵
き
=
う
し
=
う
︶ 

 
三
⽉
 

季
春
／
殿
春
／
嘉
⽉
／
清
明
／
修
禊
／
五
陽
／
暮
律
／
衍
洗
／
桃
緑
／
姑
洗
︵
こ
せ
ん
︶ 

 
四
⽉
 
孟
夏
／
⾸
夏
／
維
夏
／
純
乾
／
⻨
秋
／
修
景
／
⼩
満
／
仲
呂
／
鎮
⽉
／
乏
⽉
︵
ぼ
う
げ
つ
︶ 

 
五
⽉
 
仲
夏
／
啓
明
／
薫
⾵
／
芒
積
／
梅
天
／
⾬
⽉
／
橘
⽉
／
梅
⽉
／
勵
皐
︵
れ
い
こ
う
︶ 

六
⽉
 

季
夏
／
晩
夏
／
⻑
夏
／
溽
暑
／
陽
氷
／
則
旦
／
遯
⽉
／
鶉
⽕
／
林
鐘
︵
り
ん
し
=
う
︶ 

七
⽉
 
孟
秋
／
初
秋
／
新
秋
／
肇
秋
／
蘭
⽉
／
桐
⽉
／
流
⽕
／
⼤
晋
／
享
菽
／
夷
則
︵
い
そ
く
︶ 

⼋
⽉
 
仲
秋
／
仲
商
／
天
岡
／
秋
涼
／
⻑
五
／
剥
事
／
素
⽉
／
桂
⽉
／
桂
秋
／
南
呂
︵
な
ん
り
=
︶ 

九
⽉
 

季
秋
／
晩
秋
／
暮
秋
／
涼
秋
／
⽞
⽉
／
粛
霜
／
授
⾐
／
太
衝
／
凄
⾠
／
無
射
︵
ぶ
え
き
︶ 

⼗
⽉
 
孟
冬
／
開
冬
／
初
冬
／
陽
⽉
／
⼤
素
／
⽞
英
／
極
陽
／
始
氷
／
応
鐘
︵
お
う
し
=
う
︶ 

⼗
⼀
⽉
 
仲
冬
／
霜
⽉
／
暢
⽉
／
星
紀
／
⾵
寒
／
朔
易
／
⻩
鐘
／
短
⾄
／
畢
辜
︵
ひ
�
こ
︶ 

⼗
⼆
⽉
 

季
冬
／
晩
冬
／
極
⽉
／
窮
陰
／
臘
⽉
／
苦
寒
／
嘉
平
／
⼤
呂
／
抄
冬
︵
び
=
う
と
う
︶ 

上
旬
N
上
澣
・
上
浣
 
／
 

中
旬
N
中
澣
・
中
浣
 
／
 
下
旬
N
下
澣
・
下
浣	

︻
⽇
の
主
な
異
名
︼ 

︿
共
通
﹀
⼀
⽇
N
朔
⽇
・
朔
 
／
 

⼗
五
⽇
N
望
⽇
・
望
 
／
 

末
⽇
N
晦
⽇
・
晦
・
提
⽉ 

⼀
⽉
⼀
⽇
 

N
元
⽇
／
改
旦
 
 
五
⽉
五
⽇
 

N
重
五
／
端
午
／
午
⽇
 
 

⼗
⽉
⼀
⽇
 

N
⼗
朔
／
拝
冬 

⼀
⽉
七
⽇
 

N
⼈
⽇
／
元
七 

 
七
⽉
七
⽇
 

N
七
⼣
／
星
節
／
巧
⼣
 
 

⼗
⽉
⼀
〇
⽇
N
重
⼗ 

⼀
⽉
⼀
五
⽇
N
上
元
・
元
宵
 
 
七
⽉
⼀
五
⽇
N
中
元
／
⼈
節
 
 
 
 
 

⼗
⽉
⼀
五
⽇
N
下
元 

三
⽉
三
⽇
 

N
重
三
・
上
⺒
 
 
⼋
⽉
⼀
五
⽇
N
中
秋
 
 
 
 
 
 
 
 

⼗
⼆
⽉
⼋
⽇
N
臘
⼋	

四
⽉
⼀
⽇
 

N
清
和
⽇
 
 
 
 

九
⽉
九
⽇
 

N
重
九
／
重
陽
／
菊
節
 
 

⼗
⼆
⽉
三
〇
⽇
N
除
⽇
／
歳
盡
／
窮
⽇	

︿
例
﹀
⾟
丑
拝
冬
後
三
⽇
◯
◯
刻
 
／
 

⾟
丑
孟
冬
望
⽇
◯
◯
刻
︵﹁
望
⽇
後
⼆
⽇
﹂
と
は
⽤
い
な
い
︶ 

︻
時
間
の
主
な
異
名
︼ 

朝
N
清
晨
／
晨
旦
／
清
暁
 
 
昼
N
亭
午
 
 
⼣
⽅
N
薄
暮
／
⻩
昏
 
 

終
⽇
N
盡
⽇
／
竟
⽇ 

︿
例
﹀
⾟
丑
仲
冬
朔
⽇
亭
午
◯
◯
刻
 
／
 

⾟
丑
季
冬
晦
盡
⽇
◯
◯
刻 

  ② 

だ
れ
が ―

 

主
語
と
動
詞 

・
主
語
N
名
︵
姓
は
記
さ
な
い
︶・
字
・
雅
号
・
堂
号
︑
号
＋
姓
名
は
あ
り
︵
畏
ま
�
た
表
記
︶	

・
動
詞
N
ほ
る
・
つ
く
る…

刻
・
作
・
製
・
鐫
・
奏
⼑
・
篆
︵
篆
刻
︶・
刊
︵
刊
⽯
︶・
治
︵
治
印
・
治
⽯
︶ 

し
る
す…

記
︑
識
︑
誌
︵
志
︶ 

※
作
は
︑
⼈
偏
を
省
略
す
る
こ
と
が
多
い
︒ 

 

③ 

ど
こ
で ―

 

場
所
を
表
す
語 

・
場
所
を
⽰
す
助
詞
﹁
於
﹂・﹁
于
﹂
を
冠
す
︒ 

・
場
所
N
齋
号
・
堂
号
・
地
名
ほ
か
︑
刻
し
た
場
所
に
ま
つ
わ
る
固
有
名
詞
︒ 

・
◯
◯
齋
鐙
下
︵
夜
に
明
か
り
の
下
で
︶
／
 
◯
◯
軒
北
窗
下
／
暁
窗
︵
⽅
⾓
・
時
間
︶
窓
J
窗
J
窻
J
牕 

・
地
名
を
記
す
場
合
は
︑
雅
称
・
別
称
な
ど
を
⽤
い
る
と
尚
可
︵
名
古
屋→

尾
張
蓬
左
な
ど
︶︒ 

河井荃廬 

︵ 

作 

︶ 

⼩林⽃盦 
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Ⅱ
â
側
款
の
様
々
な
定
型
句 

︻
為
書
︼
為
Ù
刻
︵
Ù
の
為
に
刻
す
︶ 

﹁
悲
盦
爲
⼆

荄
甫
⼀

刻
︒﹂︑﹁
爲
⼆

荄
甫
⼀

悲
盦
刻
﹂
も
可 

︻
依
頼
︼
屬
・
嘱
︵
た
の
み
︑
た
の
む
︶ 

﹁
屬
下

余
刻
⼆

此
五
字
⼀
上

︑…

始
成
⼆

是
印
⼀

︒
﹂ 

﹁
應
Ù
先
⽣
之
属
︒﹂ 

︻
批
正
︼
正
・
政
・
質
︵
た
だ
せ
︶﹁
Ù
雅
正
︒
Ù
作
︒﹂ 

雅
正
・
教
正
・
鈞
正
・
正
腕
・
清
正
・
指
正
・
指
教 

鍳
・
鑒
︵
か
ん
が
み
よ
︶﹁
春
疇
仁
兄
鍳
︒
上
虞
徐
三
庚
記
︒﹂ 

清
鍳
・
鍳
賞
・
雅
鍳
・
清
賞
な
ど 

︻
謹
呈
︼
贈
・
貽
・
詒
+
︵
お
く
る
︶︒﹁
刻
贈
⼆

⼦
寛
良
友
⼀

︒
呉
俊
︒
﹂ 

﹁
上
虞
徐
三
庚
弟
︒
刻
詒
⼆

⼦
晩
⾹
⽼
道
⻑
先
⽣
⼀

︒
﹂ 

充
Ù
︵
あ
つ
︶︒﹁
刻
充
⼆

⽟
⼏
先
⽣
⽂
房
⼀

︒﹂ 

﹁
刻
レ

此
⽤
充
⼆

清
秘
⼀

︒﹂ 

Ⅲ
â
多
様
な
側
款
の
様
式 

①
楷
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
隷
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③
篆
書
 

あ
  

 
 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

  
     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※
配
置
が
重
要
︒
空
間
に
適
し
た
⽂
字
の
⼤
⼩
︑
余
⽩
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
︒ 

︻
側
款
の
刻
⾵
︼	

・
切
⼑
法
を
⽤
い
た
単
⼊
⼑
法
 

⼊
⼑
部
に
⼒
を
⼊
れ
ひ
と
息
で
刻
す
 

何
震
・
徽
派→

⻄
泠
⼋
家→

呉
昌
碩	

・
現
在
も
中
国
・
台
湾
︑
⻄
⽇
本
︵
関
⻄
︶
で
主
流
な
刻
り
⽅ 

・
東
⽇
本
で
は
北
魏
楷
書
⾵
が
主
流
 
 
趙
之
謙
が
始
祖→

河
井
荃
廬
が
受
容→

⻄
川
寧
・
⼩
林
⽃
盦
が
確
⽴ 

・
終
起
筆
部
で
の
⼊
⼑
な
ど
︑
随
所
で
⼯
夫
が
凝
ら
さ
れ
る
の
が
特
徴
的
  

呉昌碩 

趙之謙 

呉昌碩 

韓天衡 

⻩ 易 

王壮為 

趙之謙 

王福庵 

銭君匋 呉譲之 趙之謙 ⻩ 易 河井荃廬 徐三庚 丁 敬 

④
⾏
草 
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Ⅴ
"
篆
刻
作
品
の
側
款  

︿
主
な
特
徴
﹀ 

・
印
文
の
明
記
N
印
⽂
を
含
む
原
⽂
の
⼀
節
を
記
す
こ
と
も
多
い
  

・
出
典
の
明
記
N
⾒
◯
◯
︑
採
◯
◯
︑
摘
◯
◯ 

・
模
範
R
参
考
N
倣
◯
◯
之
法
︑
擬
◯
◯
之
態
︑
橅
◯
◯
な
ど 

・
特
殊
な
字
形
の
⽂
字
に
つ
い
て
但
し
書
き 

                          

  ︻
側
款
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考
資
料
︼ 

①
中
⽥
勇
次
郎
ほ
か
著
﹃
書
道
全
集
 
別
巻
Ⅰ
 

印
譜
 

中
国
﹄︑
平
凡
社
︑
⼀
九
六
⼋
年 

 …

収
録
す
る
側
款
の
⽂
辞
に
返
り
点
・
送
り
仮
名
が
附
さ
れ
て
お
り
︑
初
⼼
者
で
も
理
解
し
や
す
い
︒ 

②
宇
野
雪
村
・
⻄
林
昭
⼀
・
福
本
雅
⼀
編
著
﹃
書
道
名
⾔
辞
典
﹄︑
東
京
書
籍
︑
⼀
九
九
〇
年 

 …

側
款
・
印
論
の
名
句
・
名
⾔
の
解
説
を
約
⼀
〇
〇
⾴
に
亙
�
て
収
録
︒
北
川
博
邦
と
そ
の
⾨
⼈
ら
に
よ
る
︒ 

③
⻩
嘗
銘
編
著
﹃
篆
刻
的
邊
款
﹄︑
眞
微
書
屋
出
版
社
︑
⼀
九
九
五
年 

 …

お
そ
ら
く
世
界
で
唯
⼀
︑
側
款
に
つ
い
て
専
⾨
に
記
さ
れ
た
著
作
︒
側
款
の
歴
史
や
様
式
に
つ
い
て
豊
富
︒ 

豫
之
⿒
者
去
其
⾓
︑ 

傅
其
翼
者
兩
其
⾜
︒ 

︵
漢
書
・
董
仲
舒
伝
の
原
⽂
︶ 

昭
和
癸
亥
⽞
⽉
藍
川
刻 

醉
眼 

看
乾 

坤 呉
昌
碩
先 

⽣
詩
集
⻑ 

⽣
未
央
磚 

拓
本
為
⻑ 

尾
詩
句
庚 

⼦
夏
楠
亭 

刻
併
記 

 

河野隆「彊⾻」 

弱
其
志
︑
彊
其
⾻
︒
⽼
⼦
三
章
中
語
︒ 

⼄
未
冬
夜
隆
刻
于
湘
南
鷹
取
⼭
下
晨
⾵
廬
︒ 

⼩林⽃盦「瀟灑」 

徐
袖
海
の
秦
篆
印
は
奔

放
奇
抜
に
し
て
變
幻
の

妙
を
極
む
︒
然
る
に
妍

英
の
餘
り
︑
時
に
俗
気

を
發
す
︒
⾟
未
夏
五	

袖

海
の
法
を
橅
し
て
瀟
灑

⼆
字
を
刻
す
︒
其
の
俗

品
を
超
ゆ
る
を
得
る
や

否
や
︒
⽃
盦	

懐
⽟
印
室

に
于
い
て
并
び
に
記
す 

梅舒適「⽩鬚飄然」 

⽩
鬚
飄
然
 

⽩
居
易 

池
上
篇
句
 

某
︵
梅
︶ 

※
側
款
・
印
跋
は
⾔
論
⾏
為
の
⼀
つ
N
作
者
の
制
作
意
図
や
主
張
が
著
さ
れ
る
︒ 

岡野楠亭「醉眼看乾坤」 

中島藍川「豫之⿒者」「去其⾓」 

※
﹁
⻑
⽣
未
央
磚
拓
本
為
⻑
尾
﹂
が
詩
の
題
名 


